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0 はじめに 
これまで関西部会の研究会報告は、当学会サイ

トの関西部会のページで行ってきたが、今後は、

国沢先生（学会誌編集長）の勧めもあり、学会誌

で報告を行うことになった（ただし、この原稿を

流用して、引き続き、当部会のページにも、報告

記事を掲載していくつもりである）。 

今回の研究会は、日本図書館研究会情報組織化

研究グループとの共催であり、以下の報告は、同

グループの河手太士氏によるものである。 

1 研究会報告 
日 時：3月13日（土）14時半～17時 

会 場：大阪市立浪速人権文化センター 

テーマ：Net-based な情報流通の今における情

報の組織化の機能理解 

発表者：石川徹也氏（東京大学史料編纂所特任

教授；筑波大学名誉教授） 

共 催：日本図書館研究会情報組織化研究グル

ープ 

出 席：27名 

1.1 前提：「情報の組織化」目的理解 

・世の中には多種多様にして大量の情報源が存在

している。一方、人間は情報要求を持っており、

その集合体が一つの情報要求マーケットとなる。 

・情報要求マーケットと情報源をつなぐために、

情報を目的別に取捨選択・収集し、整理・保存

し提供しなければならない。これを「情報の組

織化」とする。 

・情報源が多種多様で大量であればあるほど、選

択的収集技術や整理保存技術というものが発展

しなければ、情報要求マーケットの要求に応え

ることができなくなる。 

1.2 紙書籍を対象とする情報の組織化 

・「電子書籍」という言葉に対して、これまでの紙

媒体での書籍を「紙書籍」とする。 

・今後は電子書籍の利用が隆盛期を迎える。 

・図書館の特性に基づく収集方針に従って人手に

より収集が行われ、目録データなどが人手によ

り作成される。非常にコスト高である。これが、

現在の紙書籍の組織化の特徴である。 

・普及期を迎える電子書籍に対する組織化はどの

ようにすればよいかが大きな悩みである。 

1.3 電子書籍普及期における図書館の役割 

・電子書籍の普及期においては、これから出版さ

れる書籍はデジタルコンテンツとして提供され、

既刊本はデジタル化されて提供される。 

・eBookやiPad、キンドルなどのユビキタス端末

の普及により、電子書籍の利便性はますます向

上する。 

・紙書籍を読みたい場合には、プリント・オンデ

マンド端末を利用することにより、これまでの

紙書籍（刊本）よりも利便性が高い利用が可能

となった。 

・刊本をデジタル化する技術や電子書籍に対する

フルテキスト検索技術が確立されてきた。 

・出版社が絶版本に商品価値があることに気づき、



long-tail 意識がめばえ、絶版本などの過去の

資産をもう一度商品化しようとする意識が出版

社に出てきた。 

・long-tail 意識により刊本のデジタル化が促進

され、さらに新たな本を出版する場合にも、紙

で出版するよりもデジタルコンテンツとして提

供されるということが急速に進むであろう。 

・そうなったときに、従来の流通やプロバイダー、

図書館はどのようなアイデンティティを確立し、

どのような位置にいるべきであるかを考えるこ

とは大きな課題であると考える。 

・図書館における内包的な問題として、インター

ネット検索と蔵書検索の違いや MARC データの

限界、図書館利用の変化などがある。 

・蔵書検索システムは図書館が開いていなければ

調べることは出来ないが、インターネット検索

だと可能である。蔵書検索は情報の入手までに

物理的な制約が大きく、利便性においてインタ

ーネット検索との差は大きい。 

・MARC-DB 検索は書名などの属性値データ検索や

主題データ検索は可能であるが、情報やデータ

を検索することはできない。 

・大学生の図書館利用ニーズが、「蔵書の利用」か

ら「静かな空間であるから良い」「空調がきいて

いて快適である」「遅くまで利用できる]「イン

ターネットが利用できる」などと大きく変化し

ている。 

・図書館は教育研究の場において、自己学習の場

として無いと困る場所である。 

・現在、インターネットでの情報については、そ

の利用者も相当緊張して情報を利用しなければ

ならない状況であるので、大学のコミュニティ

センターを形成することにより「上質な知の共

有」が可能となる。大学図書館は、大学のコミ

ュニセンターにおける中心的な役割を担うこと

が必要であると考える。 

1.4 電子書籍を対象とする組織化 

・電子書籍を初めとするデジタルコンテンツを組

織化することが今後は重要になってくる。 

・電子書籍に対する収集・解析・保存・提供の機

能は、テキスト処理システムが行う。 

・収集方針に基づいてクローリングで自動的に収

集され、書誌データなどは半自動で作成される。 

・検索結果は、テキストの内容に基づく処理を行

い TF-IDF などの数値を用いてランキング出力

が可能となる。 

・電子書籍は情報利用の効率化に寄与できるので、

ますます電子書籍へシフトすることになる。 

1.5 情報の組織化のための研究課題 

・人間の情報要求に対して、現行の情報検索シス

テムはほとんど対応できていない。 

・人間の情報検索要求は、「事項知要求」「理由知

要求」「五感知要求」に大きく分けることができ

る。 

・「事項知要求」については、What,Who,Where,When

の場合は、キーワードを入力すれば検索するこ

とができるが、Which,Why,How の場合は高機能

化が必要であるが対応が可能。 

・「理由知要求」は、状況判断が必要となり、状況

判断を取り入れて情報を提供するということは、

現時点においては実現できていないことから、

システムでの実現も困難。 

・「五感知要求」のうち、聴覚情報と視覚情報につ

いては計算機システムの援用により対応できる

ようになったが、臭覚情報・触覚情報・味覚情

報についてはまだ対応できていない。 

・これまでの情報組織化は紙書籍を管理するため

に行ってきた。これからは電子書籍の時代にな

り内容を適切に処理することが可能となってき

たので、有効な情報（知識）を提供することが

情報の組織化ではないかと考える。 

1.6 さいごに 

・情報要求は一つのマーケットであり、それをつ

なぐのが情報の組織化である。 

・情報の組織化は、紙の組織化から情報の組織化

が現在行われている段階である。次のステップ

としては知の組織化、知の発見組織化となる。 

・知の組織化や知の発見組織化については研究に

着手されたばかりではあるが、われわれはその

ような流れの中にいることを自覚し研究をすす

めていくことが必要だ。  


